
 

 
 

 

 

 

 

 

令和６年６月 2２日（土）、栗原市金成の有壁地区で、有壁創生会主催による「ゲンジボタル勉強会・

観察会」が開催されました。 

有壁地区在住の家族連れなど 30 名以上が参加し、技術士 斉藤秀夫先生の解説のもとホタルの生態

について学んだ後、水路沿いの農道を散策し、ホタルを観察しました。 

１時間ほど散策したところ、100 匹近くのホタルの光を見ることができました。雨が少なかったた

めか、当日観察できたホタルは、昨年の観察会に比べて少ないとのことでしたが、雨が降れば、より

多くのホタルの光を観察できるそうです。 

子どもたちは、配布された虫かごにホタルを一旦捕らえ、ゲンジボタルとヘイケボタルの光り方の

違いなどを観察し、楽しみながら学習している様子でした。 

 

 

 

 

 

 

       

勉強会の様子              ホタルの光 

★ゲンジボタルとヘイケボタルの違い 

No 比較項目 ゲ ン ジ ボ タ ル ヘ イ ケ ボ タ ル 

1 生息地 

日本国内全域 日本国内全域 

日本固有種 日本・中国東北部・シベリア東部など 

水のきれいな中小河川 
多少水の汚れた中小河川のほか 

日本全土の水田、池、湿原など 

２ 大きさ オス約１５mm メス約２０ｍｍ オス 約１０ｍｍ メス 約１０ｍｍ 

３ 発光量 強い 弱い 

４ 明滅時間 約２秒 約 0.7 秒 

５ 成虫になる時期 ５月下旬～６月下旬頃 ６月下旬～８月頃 

６ 飛び方 曲線的に飛ぶ 直線的に飛ぶ 

７ 幼虫時の餌 カワニナ カワニナやタニシなどの巻貝類 
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